幼児期における謝罪行動の認識に関する発達的変化 by 丸山　絢子
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きて、「あ !つとむくん (はなちゃん)がぼく (わたし)の絵を破いた !」 と怒った顔をし
ています。
②         ③
図2実験で用いた紙芝居(被害者認識条件)
【条件3:保育者認識条件】














②ス トー リー の提示 ;紙芝居を用い、各条件のス トー リー から1つを示した。









④罪悪感に関する質問 ;「○○くん (ちゃん)はどれぐらい悪いと思う?」 と質問をし、図
4に示す罪悪感を表す図版 (「すごくわるい」「ちょっとわるい」「あまりわるくない」「ぜん
ぜんわるくない」の4種類)から自分の意見に最も近いものを選ばせた。「○○」には、各
ス トー リー におけるカロ害者の名前を入れた。
④④④④
けごく   らゎこ  あ部]  ぜんぜんわ
“
1 わるい 彎摯1‐ 1摯:留111評|
図4罪悪感を表す図版の例(被害者非認識条件)


















各条件におけるス トー リー の理解に関する質問への回答を表 1に示した。4歳児の条件 1
の問 1以外の質問では6割以上の幼児が正答を述べていた。条件 1の問 1のみ単純な二択
を問う質問ではなかったため、答えること自体が困難であったと考える。また、5歳児は全
ての質問に対して 7割以上の幼児が正答を述べていた。以上のことから、幼児はス トー リ
ーの内容を概ね理解できていたものと考える。
表1各条件における理解度に関する質問の正答者数














条件1    条件2   条件3
すごくわるい     10(41.7) 14(58.3) 13(542)
ちょつとわるい
4歳児 あまりわるくない
6( 25.0)    7( 29.2)    3( 12.5)
3( 12.5)     3( 12.5)     7( 29.2)
14( 583)    7( 29.2)
6( 250)   13( 54.2)
3( 125)   1(  4.2)




ぜんぜんわるくない  5(20.8) 0( 0.0) 1( 4.2)
黎じ言+          24(100.0)    24(1000)    24(100.0)
すごくわるい    12(50.0)
ちょつとわるい     8(33.3)
5歳児 あまりわるくない   2( 83)
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条件1               条件2               条件3
謝罪行動  非謝罪行動      謝罪行動  非謝罪行動      謝罪行動  非謝罪行動      q値




































































































































































































15    24
(625)(llX1 0)
5    20
(250)(1000)
1      4
(250)(1000)






























































































5歳児   規範帰属
その他
(33.3)    (66.7)
3        2
(33.3)    (11.1)
2        1
(22.2)    (11.1)
1        1
(11.1)  (11.1)
9        9











12     13     10
(667)    (72.2)    (58.8)
0        0        1
(0.0)     (0.0)     (5.9)
4         2         2
(22.2)    (11.1)    (11.8)
2        3        4
(11.1)    (16.7)    (23.5)







































E   (のりでくつつけてあげる)   すごくわるい         ハI置しよ∬ :し
過失認識K    ′_´_′修復,_二._ ヽ  ちよつとわるい          ′_._,ヽ、
すごくわるい
ちょつとわるい
R     ′二 _P冤た^:ュz、     すごくわるい   (テープでくっつける)     フ‐｀・′υV・        (かわいそうやから)
気持ちへの焦点化S rキロハし千二等乳よぅ7ふrス、 すごくわるい      r■、ハlw=ゎ、二ヽ
表10条件1における5歳児の謝罪行動選択者の回答
行動の種類 行動予測
H    ′絲i、_. 硼ヽ'Lム′二、   ぜんぜんわるくない(破いちゃつてごめんね)  ヒ′VL′V・′りヽ・‐ν       (踏んじゃつたから)









T     ′´ ム′■輩 ,´、.、     すごくわるい1 (ごめんねつていう)     フL 句｀′υV         (破いてしまつたから)
過失認識V     ′´ム′覗モ_、.、     ちょっとわるい ′み、_…_さ..,・ヽ 工薔`ヽ^饉′i゛…―´」虫′上_´ヽ


















G          (まだ罫る)         すごくわるい      (破いてしまつたから)
,1           謝罪       七士f:よ2′‐:、         過失認識H   ′畳_.`FりLA′ム、 あまりわるくない         ′』ツγ蟄弾
:           ′璽ず、        ちよつとわるい` (謝る)          フい L´・′υν      (悪いことしたと思うから)
過失認識」       ′コ人′覗モ″1、二、        すごくわるい        ′ぃ__.^_`.ヽ,ヽ
L      (本当にごめんねつていう)     ψ‐′・′りヽ・OV    (紙破いて本当にごめんなさい)
過失認識M    ぶ看)   ちよつとわるい (破いたから)
過失認識0        ′ニュヲチ′.、        ちょっとゎるい       ′_. =´⌒_⌒
P      ′"_″“留丁上_″,、■ヽ     ぜんぜんわるくない:     (怒 つ て 、 ご め ん ね つ て い う )    L′ VL′V■′Vヽ ‐‐ V    (だ つ て さ 、 踏 ん で 破 れ た か ら )




X     ′^ 椰:、._、ピ3輩′上_ :´、い    ちよつとわるいA   (絵破いたからごめんねつていう)    フい′Lつ′νV         (悪いから)
その他S 十 ■ 畳 L^′ L二:―:ご 傷 : 二ヽ  _PR卜_夕七 :■2 す ご くわ る い  ′
^_ム







(のりでく」ζ得てぁげる)       すごくわるい        話鷲鰐暦景鵠
や
表14条件3における5●児の樹罪行動の選択者と行動理由
fT剛の 種 類 罪悪感
すごくわるい
すごくわるい





























































やで !」 と自慢している。M児はそれを触り、「うわめっちゃ固いやん !」 と言つた。H
児はその棒で棚を何度か叩いてみせた。棒は折れることもへこむこともなかったため、
「すごい !」 とM児は称賛した。M児が 「貸して」と言うと、H児はM児に棒を渡し
た。M児がH児と同様に棚を叩くと、棒は棚に当たつた所でへこんでしまった。H児が
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